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栗原哲也(くりはらてつや)

バイオベンチャーキャピタリスト。
東京大学農学部にて、「腸内細菌による消化管の免疫機構への影響」について研究した後、2009年にシティグループ
証券入社。投資銀行本部にて製薬業界のM&Aを担当。2012年からはバイエル薬品およびドイツBayer AG にてCVC投
資やベンチャーのインキュベーションに従事。2019年に新生キャピタルパートナーズに入社し、創薬ベンチャーへの
投資を手掛ける。カンパニークリエーションにより設立した創薬ベンチャーで2020年より2022年まで社長を務めた。
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その代表が新型コロナウイルスのワクチンで有名になったモデルナ社。
日本の薬を創る現場はどうなっているのでしょうか？
本書はそうした疑問答えるべく、バイオベンチャーの今とこれからについて
解説したものです。
バイオベンチャーには投資家や起業したい人だけではなく、様々なステー

クホルダーが関わっています。大学、研究者、薬を待つ患者、製薬会社、認
可を出す厚労省などの行政……、これらステークホルダーの多さや、複雑な
研究開発プロセス・臨床試験などが、バイオベンチャーの理解を難しくして
います。
本書は、研究機関、金融、製薬会社、バイオベンチャー、ベンチャーキャ

ピタル、その全てに籍を置き、様々な角度からステークホルダーたちと関わ
りを持ってきた筆者だからこその視点で、創薬のプロセスからバイオベン
チャー起業の仕組み、投資手法、ベンチャーキャピタリストの業務に至るま
で、バイオベンチャーで成功する方法を丁寧に解説します。

バイオベンチャーがこれから成長するために
必要な８つの話

バイオベンチャーに投資したい人、
バイオベンチャーの起業を考えている人、必携の書！

創薬の課題と未来を考える

○世界で創られる薬の半分以上が、製薬会社ではなく
バイオベンチャーと呼ばれる新興企業から生まれています。
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創薬の課題と未来を考える

必要な８つの話

※東証市場では6月27日、28日と2日連続でバイオベン
チャーの上場が予定されており、市場も注目の分野です。
投資家向けにぜひご展開くださいませ。
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